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令
和
五
年
十
月
七
日
（
現
地
時
間
）
、
ハ
マ
ス
等
の
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
勢
力
が
、
ガ
ザ
地
区
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
向
け
て
ロ

ケ
ッ
ト
弾
を
多
数
発
射
し
た
。
更
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
の
検
問
・
境
界
を
破
っ
て
武
装
し
た
戦
闘
員
が
侵
入
、
民
間
人
を
襲
撃

し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
と
交
戦
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
は
ガ
ザ
地
区
へ
の
軍
事
作
戦
を
開
始
、
現
在
に

至
る
ま
で
激
し
い
攻
撃
が
続
い
て
お
り
、
深
刻
な
人
道
危
機
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
回
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
、
十
月
十
一
日
、
岡
野
正
敬
外
務
事
務
次
官
が
ギ
ラ
ッ
ド
・

コ
ー
ヘ
ン
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
特
命
全
権
大
使
と
会
談
を
行
い
、
岡
野
事
務
次
官
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
へ
の
連
帯
、
今
般
の

ハ
マ
ス
等
の
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
勢
力
に
よ
る
テ
ロ
攻
撃
へ
の
断
固
た
る
非
難
を
示
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
際
法
に
従
っ
て
自
国

及
び
自
国
民
を
守
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
旨
言
及
し
た
。 

 

ま
た
、
現
地
時
間
十
月
十
二
日
、
タ
イ
を
訪
問
中
の
上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
、
コ
ー
ヘ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
外
務
大
臣
と
電
話

会
談
を
行
い
、
上
川
大
臣
か
ら
、
今
回
の
残
虐
な
無
差
別
攻
撃
は
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
際
法
に
従

っ
て
自
国
及
び
自
国
民
を
守
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
旨
言
及
し
た
。
更
に
、
十
月
二
十
七
日
、
上
川
大
臣
は
コ
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ー
ヘ
ン
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
の
表
敬
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
上
川
大
臣
か
ら
、
日
本
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
と
の
連
帯
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
国
際
法
に
従
っ
て
自
国
及
び
自
国
民
を
守
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
日
本
側
の
認
識
を

改
め
て
伝
達
し
た
。 

 

そ
し
て
、
十
一
月
八
日
に
発
出
さ
れ
た
Ｇ
７
外
相
声
明
（
和
文
仮
訳
（
外
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
）
に
お
い
て
は
、
ハ
マ
ス
等
に

よ
る
テ
ロ
攻
撃
及
び
現
在
も
続
く
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
断
固
と
し
て
非
難
す
る
と
し
た
上
で
、
国
際
法
に

従
っ
て
自
国
及
び
自
国
民
を
守
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
権
利
を
強
調
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
際
法
に
従
っ
て
自
国
及
び
自
国
民
を
守
る
権
利
に
関
し
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

今
回
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
際
法
に
従
っ
て
自
国
及
び
自
国
民
を
守
る
権
利
と
い
う
表
現
は
、
政
府
に
お
い
て
多
々
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
を
用
い
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
攻
撃
を
受
け
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
際
法
上
の
自
衛
の
権

利
を
述
べ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
国
連
憲
章
第
五
十
一
条
に
規
定
さ
れ
る
自
衛
権
と
は
区
別
し
て
い
る
の
か
。
仮
に

区
別
し
て
い
る
と
し
て
、
当
該
権
利
は
国
際
慣
習
法
上
認
め
ら
れ
る
自
衛
の
権
利
を
確
認
し
た
も
の
と
い
う
理
解
で
差
し
支

え
な
い
か
。 

二 

政
府
と
し
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
際
法
に
従
っ
て
自
国
及
び
自
国
民
を
守
る
権
利
の
内
容
、
権
利
行
使
の
要
件
及
び
許



 

３ 

 

容
範
囲
を
具
体
的
に
ど
う
定
義
し
て
い
る
の
か
、
答
弁
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


